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ニュ ー ス

第10回 海洋科学技術 に関す る太平 洋会議

(PACON2002)

平成14年7月21-26日,幕 張 メッセ国際会議場にて,ロ

シア,ア メリカを含む環太平洋諸国の行政官,技 術者を集

めた標記会議が開催された。 この会議は毎年開催国を変え

なが ら開催され海洋技術の情報交流を趣旨とするが,内 容

は海洋のうちの沿岸域を扱 う話題が多い。

この分野の研究者は,最 近 リモー トセ ンシングに日を向

け始めたところである。漁業,海 洋土木,海 洋建築,環 境

保護,造 船,航 海,気 候変動,生 物学などの科学者 ・技術

者が主体となっており,情 報提供手段という意味で将来的

にリモー トセンシングの普及の可能性が大きな領域と考え

られる。

特別フォーラム 「21世紀,早 急に解決すべきアジア ・太

平洋諸国の海洋の諸問題」が次のようなテーマにっき企画

された。

1.漁 業および資源管理

2.沿 岸域総合管理

3.南 紗諸島の海洋環境問題

4.沿 岸 ・海洋工学における諸問題

リモー トセンシングの話題としては,熱 帯湧昇流の観測

技術や波のスぺク トル解析等が提供された。

(RESTEC田 中總太郎)

■NPO「 宇宙か らの地球観測 を考 える会」設立 される

宇宙3機 関の統 合を控え,「 日本の宇宙か らの地球観測

はいかにあるべきか」を考える特定非営利団体 「宇宙から

の地球観測を考える会」の設立総会が,2002年6月3日 に

東京大学生産技術研究所で開催されました。高木幹雄東京

理科k学 教授を会長として選出 し,そ の後,古 濱宇宙開発

事業団理 事,飯 田通信総合研究所(CRL)理 事長,合 志国

立環境研究所(NIES)理 事長が来賓として新 しいNPO発

足の祝辞を述べられました。引 き続 き,設 立披露の祝賀会

が開 かれ,大 澤 リモー ト ・セ ンシ ング技術 セ ン ター

(RESTEC)理 事長,内田日 本宇宙フォーラム理事長の2名

の元NASDA理 事長が祝辞を述べ られました。

宇宙か らの地球観測に関する提言を行 う研究 者の活 動

は,1980年 代に地球環境観測委員会 として始まったといえ

ます。この委員会の活動の中で,日 本の地球観測のコンセ

プ トや ミッションが議論されま した。 このような議論の中

か ら,ADEOS-2な どの地球観測 ミッションが作 り出され

てきました。その活動は,90年 代になり,新 しく設立され

た地球科学技術推進機構(ESTO)の 中の地球科学技術

フォーラムに引き継がれま した。 しか しなが ら,バ ブルの

崩壊に伴 う財政事情の悪化や,宇 宙3機 関の統合,特 殊法

人の整理 ・統 合,大 学 ・研究所 の独立法 人化な ど環境 の変

化に伴 い,地 球科学技術 フ ォー ラム と しての活動 が 不可能

に なりま した。 また,地 球科学技 術 フォー ラムでの活動 で

は,地 球観測 全般を 対象 と したために,活 動 が拡 散 した き

らいが ありま した。

そこで,地 球科学技術推進機構 が解 散す ることを契機 と

して新 たな装 いで出 発す る ことにな りま した。 今回 は,研

究者 ・技術者の自主 性 ・自立 性 を確 保す るため に,会 費 と

委託 業務で運営す る特定非営 利団 体 と して活動す ることに

な りまず。 今後,宇 宙か らの地球 観測を推進す る体制 に関

す る新 しい提言 や,社 会に対す る啓蒙活動 などを積極的 に

行 って ゆ く予定 です。 これ らの活 動 と して まず,9月 に東

京大学 において シンポ ジウム[我 が国の地球観測計画 へ の

提 言」―2025年 を 目指 して― を開催致 します。

連絡 先:「 宇宙 か らの地球観 測を考 え る会 」事務局

朿海 大学情報技 術セ ンター 大竹良征

yoshiotake@hotmail.com Tel/Fax:03-3481-0650

(「宇 宙か らの地球観測 を考 える会」事務局 大竹良 征)

写真1「 宇宙からの地球観測を考える会」記念式典

写真2「 宇宙からの地球観測を考える会」祝賀会
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■ 第22回ASTERサ イ エ ン ス チ-ム 会 議 参 加 報 告

第22回ASTERサ イ エ ンスチー ム会議 は,平 成14年5

月21日 か ら23日 まで の3日 間,東 京 のお台場 にあ る 「東

京国際交流館」お よび北青山の 「青山TEPIA」 で 開催 され

た。

本会議 は,日 米 のASTERサ イ エ ンスメ ンバーを中心 に

ASTERプ ロ ダク トの検証 ・普及,各 種 懸案事項 に関 す る

検討 ・調整 を行 うことを目的 と して いる。

今回 の会議で は,5月21,22日 の2日 間 は,こ れ まで と

同様 に,「 全体会議― ワーキ ンググル ープ(WG)毎 の分科

会― 全体会議」の ビジネス ミーテ ィングを行 い,最 終 日の

5月23日 に は,今 回 の 新 しい取 り組 み と して,ASTER

デ ー タの利用 ・活用方 法 につ いて,ASTERプ ロ ジ ェク ト

関係者 のみな らず,一 般 の衛星画像利用 ユーザを対象 と し

た研究発表会 「ワーク ショップ」を行 った。

今 回 の会議 の参加者 は,前 半 の ビジネス ミ-テ ィ ング

に,日 米 のASTERサ イ エ ンスチ ーム メ ンバ ー,NASA/

JPL,NASA/GSFC(ゴ ダ ー ドス ペ ー ス フ ラ イ トセ ン

ター),EDC(EROSデ ー タセ ンター),JAROS,ERSDAC

等 あ わ せ て約70名,後 半 の 「ワ ー ク シ ョ ップ」で は,

ASTER関 係 者 及 び一 般 の企 業 ・大 学 ・研究 所 等 併 せ て

170名 以上 に及 んだ。

なお,2日 目の会議終了後,会 場 に隣接 した日本科学未

来館(館 長:毛 利 衛氏)に て 「触 れ る地球 」の見学会が行

われ た。

初 日の全 体会 議 で は,日 米ASTERサ イ エ ンス チー ム

リーダーの津氏お よびKahle氏 の開会挨拶 の後,以 下の報

告が なされた。

NASAEOSプ ロ ジェク ト概要

(NASA HQ Gubbels氏)

ASTER機 器 の現状(JAROS,工 藤 氏)

米 国における レベル2プ ロ ダク トの現況

(JPL,Eng氏)

日本側高次 レベルプ ロダク トの現況

(産 総研,佐 藤 氏)

GDSの 現 況(ERSDAC)

米 国 におけるASTERデ ー タの配布状況

(USGS,Bailey氏)

ASTER観 測 状況(ERSDAC)

ASTERデ ー タ普及 活動 の概 要紹 介(JPL,Abrams氏)

平 成13年 度 研究開発業務 につ いての概要報 告

(ERSDAC)

全 体 会議 の最後 に,日 本側 サイエ ンスチー ム主 査であ る

名 古屋 大学 の山 口氏 お よ び米 国側 チー ム リー ダのKahle

氏 か ら,本 会議 で討論 すべ き議題 「高次 レベルデー タプ ロ

ダク トの検証 と リリース,ミ ッション運用 スケ ジュー リン

グパ ラメータ調整,サ イエ ンス成果 の公開,短 波長赤外域

の クロス トー ク補正 等 の問題,ユ ーザへ の対応 等 につ い

て」の提示が あ り,各 分科会 にて検討 す ることとなった。

初 日午後及 び2日 目午前 中には,各WG(エ コ/海 洋 ・

陸水,大 気/大 気 補正,地 質 レベ ル1デ ー タ/ジ オ メ ト

リック/デ ジタル標高モデル,温 度-放 射 率分離,ミ ッシ ョ

ン ・オペ レー ション,ラ ジオメ トリックキ ャ リブ レーシ ョ

ン)に よる分科会が開催 され,検 証結果報告,懸 案事 項,

今 後 の方針 等 につ いて討議 され た他,新 規 の デー タ取得

(観測)要 求 の審査 も行 われた。

2日 目の午 後,ビ ジネス ミーテ ィングを締 め くくる全体

会議 が開 催 され,各 分科 会 での検 討結 果 につ いて各WG

主 査 か ら報告が なされ た。

全 体会議終了後,会 議場 に隣接す る 日本科学 未来館(館

長:毛 利 衛氏)に おいて,宇 宙飛行士 か ら見た地球 の姿

を体 感で きるマル チメ ディア地球儀 「触 れ る地球」 の見学

会 が行われ た。「触れ る地 球」は,直 径1mほ どの地球儀 で

あ り,地 球儀の表面を触れ ると画面が動 き,虫 メガネの動

きをす る端末を ク リックす ると,人 工衛星 か ら撮影 した地

球 の衛星 画像が大 きな スク リー ンに写 しだされ る。更 に,

ア マ ゾン地域 にあてれば,森 林 破壊 などの様子 を示す衛星

画像 が出て くるといった もので ある。 この 「触 れ る地球」

を通 して,一 般 の方 々 に衛星 画像 を知 って貰 うとい うユ

ニー クな発想 であ り,興 味深 い ものであ った。

最終 日(3日 目)に,こ れ までASTERサ イ エ ンスチーム

の各WGの 分科 会 にて 内部 発 表 して きたASTERデ ー タ

利用研究成果 を,多 くの衛星 デー タ利用 ユ ーザに知 ってい

ただ くことを 目的 として研究発表会 「ワーク ショップ」が

開催 され た。 当 ワーク ショップには,日 米サ イエ ンスチー

ムメ ンバ ー,「ASTERデ ー タ利用 に関す る共同研究公募」

にて採用 された研究者等 あわせ て17件 の研究発表 があ り,

活 発 な意 見交換 が なされた。 今 回 の経験 を踏 まえ,こ の

よ うなワー クショップを今後 も継続 す ることを確認 し,本

会議 は終了 した。

なお,次 回のASTERサ イ エ ンスチーム会議 は,平 成14

年12月 に米 国で開催 され る予定で ある。

((財)資源 ・環 境観 測解析 センター 加藤雅胤)

■ MODIS Vegetation Workshop参 加 報 告

米国 モ ンタナ州 ミズー ラ(Missoula)に 位 置す るモ ンタ

ナ大 学 に お い て2002年7月15日 か ら18日 に か け て,

「MODIS Vegetation Workshop」 が 開催 され た。 本 ワーク

ショップは,1999年 末 に打 ち上 げ られたTerra衛 星 に搭載

され たMODISセ ンサによ って得 られる植生 関連 のプ ロダ

ク トに関 して,プ ロジェク トの進捗報告,デ ータアクセス

方法,デ ータ検証,デ ータ品質評価,今 後のサ イエ ンスへ

の指針等 を議論す るた めの ワー クシ ョップで ある。世界各

国か ら総勢100名 以 上の参加者が集結 し,3日 間にわ たり

熱 い議 論が繰 り広 げられた。

午前 中 は,MODISの 概 要 に始 ま り,Surface Reflectance,

 Vegetation Index,LAI/FPAR, NPP, Land Cover, Evapo-
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transpirationプ ロ ダク トにつ いて の研 究成果 につ いての発

表 が3日 間 にわ たって繰 り広 げ られ た。MODISの コ ンセ

プ トは1980年 代 の中頃 に始 ま り,そ の時 代 において既 に

衛星観 測 によ って植 生 のNPPを 推 定す るための草案 が作

られてお り,MODISプ ロ ジェク トが非常 に長期 的な もの

であ る ことがSteven Running博 士 によ り報 告 され た。 ま

た,MODISの 特 徴 と して,幾 何 ・大気補正等 が精密 に行

われてい るとい うこと,特 に エアロゾルの補正 によ って森

林火災 によ る影響等 もよ く取 り除 けて いる ことが印象的 で

あ った。Vegetation Indexプ ロ ダク トでは,EVI(Enhanced

 Vegetation Index)に よ って,高 密度植生域 での植生指数飽

和 とい う問題 を軽減 で きることが視覚的 に明瞭 であ った。

MODISのLAI/FPARプ ロ ダク トやNPPプ ロ ダク トにつ

いては,ユ ーザ ーは雲等 のQuality Flagの 確 認 をすべ きで

あ る等 とい ったユーザーサイ ドに立 ってのプ ロダ ク ト利用

につ いての留意点 な ども報 告 され た。 これ らの植生 関連 プ

ロダク トで は,植 生 クラスの誤分類 が一つ の大 きな誤差要

因 とな って いるとの ことで ある。 また,植 生 プ ロダク トの

応用例の一つ と して,過 去約20年 のNOAA AVHRRデ ー

タをMODISのNPPア ル ゴ リズム に適用 して得 られ た時

系列NPPデ ー タを解析 し,近 年 の地 球環境変 動 に伴 う植

生変動 を抽 出 した,と い った発 表 もあ り,MODISが 地 球

環境変動の解明 に重要 な役割 を果 たすポテ ンシャルを持 っ

て いることにつ いて も紹介 されていた。

午後 のセ ッションで は,デ ー タ提供方法 やMODISデ ー

タの投影変換 ツール につ いて の紹介 や コ ンピュー タ実習,

そ して,プ ロ ダク トの検証 につ いて の研究発 表 が行わ れ

た。 プロダク トの検証 につ いては,検 証 サイ トの様々な観

測 デー タがWeb上 で 公開 されて い るとの ことであ った。

また各 セ ッションの合間 に開催 されたポ スターセ ッシ ョン

で は,MODISデ ー タを用 いた研究成果 につ いて20件 程 度

の発表が あ り,こ ち らもコー ヒーを片手 に熱 い議論が繰 り

広 げ られて いた。

本 ワーク ショップの詳細 は,イ ンター ネ ッ ト上で も公開

されて いる(URL:http://www.forestry.umt.edu/ntsg/)。

ワ ーク ショップの概要 のみな らず,各 研究発表や ポス ター

セ ッションの発表資料,各 発表者 のイ ンタ ビューまで もが

掲載 されてお り,MODISの 植 生 プ ロダク トを理 解す るの

に非常 に有用 である。興 味のあ る方 は,是 非一度御覧 いた

だきたい。

(名 古屋大学大学院 環境学研 究科 市井 和仁)

■ SPOT5号 デ-夕 提 供 開始 の報 告

フ ランス国立航空宇宙 セ ンター(CNES: Centre Nation-

al D'Etudes Spatiales)が2002年5月3日(現 地時 間)に ア

リア ン4号 で打 ち上 げたSPOT5号 は無事 初期運 用 フェー

ズを完了 し,SPOT Image社 は7月15日 か ら一般 への画像

配信 を開始 した。SPOT5号 は広 い観測 幅 と高 い地上分 解

能性 を兼 ね備 えた衛星 であ り,既 にサ ー ビス中のSPOT2,

4号 と併 せた3機 体制 で高頻度 観測 を可能 と して いる(注:

SPOT1号 は軌道上予備 とな った)。

SPOT5は3つ のセ ンサ,HRG(High Resolution Geome

-try),HRS(High Resolution Stereo),VEGETATIONを 搭

載 して い る。HRGは 地 上 分解能5mの パ ンクロマ ティ ッ

ク画像 お よび地 上分 解能10m(可 視 近赤外)・20m(短 波

長赤 外)の マル チス ペク トル画像 を60kmの 観 測幅 で取得

す ることがで きる。 また2つ のパ ンク ロマテ ィック画像 を

同時に観測 し,地 上 でサ ンプ リング処理 して地上分解能2.

5mの ス ーパ ーモー ド(Supermode(R))画 像 を生成 する。さ

らに この スーパ ーモ ー ド画像 とマルチスペク トル画像 とを

重 ね合 わせ て地上分 解能25m相 当 のマルチスペ ク トル画

像 を提供 で きる。HRG画 像 の位 置精度 はGCPな しで50

mで あ る。一 般画像配布 は このHRG画 像 である。HRSは

同一 軌道内で の ステ レオ視専用(前 後視)セ ンサで あ り,

観 測幅120kmで 最 大600kmに わ た って高度精 度10～15

mのDEMを 生 成す る。HRSの 位 置精度 はGCPな しで15

mで あ る。VEGETATIONは 地 上分解能1kmで 可 視近赤

外4バ ン ドを2,200kmの 観 測 幅で観 測す るセ ンサであ り,

地 球上 のいかな る箇所 も毎 日観測可能 であ る。

SPOT5の 画 像 は従来か ら良 く用 い られて いた地 図作成

や都市計画 図作成 のほか,自 然災害 マネー ジメ ン ト,野 菜

作付 け面積測 定,環 境監視,防 衛/イ ンテ リジェンス用途 な

どの多 くのアプ リケー ションが期待 されている。

写真の説明(次 ペー ジ):

Platelは 日本 の初画像 で あ り,左 が60km×60kmの1

シ ー ン(ク イ ックル ック画像)で あ り右 がその一部川崎市

浮島周 辺 を拡 大 した ものであ る(ス ーパ ーモ ー ド25m分

解 能)。 羽 田空港 に着陸 しよ うとす る航空機 とその影 まで

鮮明 に識別 で きる。Plate2は トル コのイス タンブール空港

周辺で あ り左 が フル シー ン,右 がマルチスペ ク トル画像 と

スーパ ーモ ー ドとを重 ね合 わせて2.5m分 解 能の ナチュ ラ

ル カラー画像 と した ものであ る。 またPlate3はHRSで 取

得 ・生成 したDEMにHRGで 取 得 した カラー画像 を重 ね

合わせ た鳥 瞰図 であ り,イ タ リアのカ ンパ ネ ラ岬(ナ ポ リ

近郊)で あ る。

((株 式会社)イ メー ジ ワン 葛岡 成)

■IEEE International Geoscience and Remote Sensing

 Symposium (IGARSS)2002参 加 報 告

2002年6月24日 か ら28日 までの5日 間,IEEE Inter

-national Geoscience and Remote Sensing Symposium

 (IGARSS)2002が,カ ナダ ・オ ンタ リオ州 ・トロン トの

Westin Harbour Castle Hotel and Conference Centreに て 開

催 された。IGARSSは 本 頁 に毎年取 り上 げ られ るよ うに,

年1回 開催 されてい る地 球科学及 び リモー トセ ンシングに

関 す る国際会議 であ る。

22回 目にあた る今回 はい くつ の"初"の 試みが なされ

た。 まず一つ は,開 催地 で ある。 これ まで は開催地 を米 国
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Plate1. The forst image over Japan

Plate2. Istanbul image

Plate3. Bird view image over Punta Campanella

SPOT5号 の画 像

(説 明 は前 ペ ー ジ)
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内と米 国外で交互 に選 びなが ら開催 されてお り,今 年 は昨

年 のオー ス トラ リア ・シ ドニーに続 いて通常 は米国 内の開

催 とな るところで あ ったが,同 じ北 米大陸上 に拡張 された

形 でカナ ダで の開催 とな った。 また,第24回 カ ナ ダ ・リ

モー トセ ンシング ・シンポ ジウム(24th Canadian Symposi-

umon Remote Sensing: CSRS)と の 組み合 わせによ る開催

も初 の試みで あ ったよ うであ る。 さ らに もう一 つは,新 し

いオ ンライ ンシステムの導 入であ る。 アブス トラク トのサ

ブ ミッションやそのステー タスの追跡が ウェ ブ上 で可能 と

な る システムが作 り上 げ られた ことによ り,ほ ぼ全 ての参

加者 が この システ ムを利 用 しより簡易 に操作 で きた ことと

思わ れる。 これ ら"初"の 試み によ り,IGARSSで か つて

提 出 され た よ り多 くのア ブス トラク ト(お よ そ1900編 に

お よぶ)が 投稿 され るとい う結果 とな り,こ れ まで より幅

広 く技術 的なプ ログラムとな ったよ うであ る。

本大会 で は"Remote Sensing: Integrating Our View of

 the Planet"と い うテーマの基 に,6項 目("Applications of

 Remote Sensing","Missions, Programs, Societal Issues and

 Educational Initiatives","Geoscience, Modeling and Pro-

cesses",Data Processing and Algorithms","Electromag-

netic Problems","Instrumentation and Techniques")に 分 類

された138に も及ぶ トピックが選 ばれた。 この ように地球

科学及 び リモー トセ ンシングの分野 にお ける様 々な専門的

な話題 を カバ ーす るとと もに,グ ローバルな視点を意識 し

た研究 ・課題 を提供す る大会 とな った と感 じられ る。

まず大会前 日の23日 にはチュー トリアルが行 われ,6

つの講 義(Applications Development in Polarimetric SAR,

 Polarimetric SAR Interferometry, NPOESS Workshop, Un-

derstanding Terra Land Data from the EROS Data Center

 DAAC, Geospatial Data Fusion, Hyperspectral Image Anal-

ysis)が 開 催 された。 第1日 目の午前中 のプ レナ リーセ ッ

シ ョンで は,NASA,CSA,NASDA等 の 各機関 にお ける将

来の計画 にっいて紹介 された。それぞれ工夫 された発表 に

よ り内容 的 に も ビジュ ルア的 に も興 味 を抱 く もので あ っ

た。 テクニカルプ ログラム(口 答発表)は 第1日 目の午 後

か ら4日 半 にわた り午前 ・午後 それ ぞれ10会 場 即 ち約

90の セ ッシ ョンに分かれて開催 され,各 種 の研 究発 表につ

いての討 論 が活 発 に行 われ た。 イ ンタ ラクテ ィブ(ボ ス

ター)セ ッシ ョンは25日 か ら26日 にか けて2回 に分 けて

実施 され,企 業展示 とと もに盛況で あ った。 プ ログ ラムの

項 目につ いては大会 ウェブサ イ ト(http://wwwJGARSS

O2.ca/)に て 情報提供 されてい る。

筆者 は,"Advanced Land Observing Satellite(ALOS)"

セ ッ シ ョンにお いて 口答発表 を行 った。本 セ ッションは柴

崎亮介氏 ・島田政信氏が取 りま とめ られた もの であ り,日

本 か らの参 加 者 が多 くを 占 め た。筆 者 の発 表 内容 は,

ALOS搭 載 の光学 セ ンサであ るPRISMか らDigital Eleva-

tion Model(DEM)を 抽 出す るアル ゴ リズ ム開発に関す る

これまでの成果 である。初参加 とい うことで緊張 した発表

で はあ ったが,NASDAALOSプ ロ ジェ ク トの一 つ と し

て,ま た 日本 にお ける リモー トセ ンシ ング活動 の一つ とし

て,研 究紹 介 と成果 の中間発表が で きたよ うに思 う。また,

筆 者 が関 わ って いるDEM抽 出 関連 の セ ッシ ョ ンと して
"SRTM -First Results"に 興 味を持 って いたが

,こ のセ ッ

シ ョンで は立 ち見 が 出 る程 で あ り関心 の高 さが伺 えた。

我 々 もさ らな る開発に力を入 れ,こ のよ うに して作成 ・整

備 されつつ あ る地理情報 が,様 々な衛星 や航空機情報 との

相互利用 を通 して リモ ー トセ ンシング分 野 に活用 され るよ

う,よ り多 くの方 にPRISMDEMを 紹 介 して い きた い と

考えて いる。

余談だ が,本 大 会が初参加 とな った筆 者 にと っては発表

が終了 す るまで に様 々な苦労が あった。 アブス トラク トの

サ ブ ミッシ ョンで はオ ンライ ン上 でPDFフ ァイル に落 と

す ことがで きず,年 末 の帰省間際 にあたふ た して作業 を し

た記憶 があ る。 また,カ ナダへ出立す るぎ りぎりまでの発

表準備 と空港 や ホテルでの発表練習等,か な り冒険 的な経

験 とな った。 さ らに,会 期中で はあま りの分野 の多 さと専

門 的な内容 に強 い衝撃 を受 けた もので ある。 そ うい った苦

労 や驚 きを含 め,リ モー トセ ンシングに係 わ る技術 ・知識

が集約 された国際的 な大会 に参加で きた ことは,そ の一分

野 に携 わ る者 と して素 晴 ら しい機会 とな った と感 じてい

る。今後 も多岐分野 にわたる内容 に加え,新 しい参加者 が

増 えてい くことを期待す る もので ある。

最 後 に,開 催地 トロ ン トは北緯44度 に位置 して い るに

も関 わ らず,こ の季 節 は真夏 の リゾ ー ト地 のよ うな暑 さ

で,宿 泊 ホテルによ っては寝苦 しい夜 を味 わ ったよ うであ

る。 なお,会 場 とな ったホテルは都市バ スや地下鉄 での ア

クセスが容易 な立地 であ るほか,オ ンタ リオ湖 に隣接 して

お り,ち ょっとした散歩 に もち ょうど良 い環境 であ った。

また,筆 者 は行 かなか ったが,ト ロン トの地下 には多 くの

店や飲食店 を収容 す る巨大 な地下街 が張 り巡 らされて いる

との ことで,散 策 す るの も面 白い都市 なので はな いか と感

じた。

来年 のIGARSSは,7月21-25日 に フランスの ッールー

ズで開催 され る予 定であ る。詳 しくは,

http://ewh.ieee.org/soc/grss/igarss.htmlを 参 照下 さい。

((財)リモ ー ト・セ ンシング技術 センター 二村紀子)

■ 第1回 熱 帯 降 雨観 測 衛星TRMM国 際 科 学 会議

参 加 報 告

2002年7月22日 か ら26日 の5日 間,「 第1回 熱帯 降雨

観測衛星TRMM国 際科学会議」 が米国ハ ワイ州 ホ ノルル

で ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局(NASA)と 宇 宙 開 発 事 業 団

(NASDA)に よ って開催 された。今 回の会議 は,1997年11

月 に 日米共同 ミッシ ョンと して打 ち上 げ られたTRMMの

科 学 的成 果 に的を絞 った初 めて の国際会議 であ ると共 に,

計 画段階か ら15年 以上 にわた る日米 の科 学者,技 術 者,及

び プ ログ ラム ・マネ ジ ャーの協力 関係 を祝 う場 で もあ っ

た。 一般発表 は,口 頭及 びポスター発表合 わせて200を 越
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え,日 本か らは約30名 の参加 があ った。 尚,TRMM国 際

科学 会議 の前 々 日と前 日には,TRMMの 後 継 ・発 展 ミッ

ションとして計画 中の全球降水観測(GPM)計 画 の降雨量

推定 アル ゴ リズム開発 に向 けた 「第1回GPM雲 ・放射 モ

デ リングワーク ショップ」が開催 された。

会議 は,日 米 のTRMMプ ロ ジェク ト ・サイ エ ンテ ィス

トで あるBob Adler博 士(NASA/GSFC)と 中 澤哲夫博士

(気 象研究 所)の 挨拶 の後,Ghassem Asrar博士(NASA)

の基 調講演で始 まった。Asrar博 士 は,1960年 代-1980年

代 を 「(地球衛星観測)可 能性 の探索 期」,1990年-2000年

を 「地球 システムの調査期」と位 置づ けてNASAの 地 球衛

星観測 の歴史 を振 りかえ り,2000年-2020年 は 国家の政策

決 定 に必 要 な情報 提 供 を 目指 す と述 べ た上,TRMMを

「地 球 システ ムの調査期」 にお ける画期 的衛 星 と評 価 し,

TRMMの 成 功 を受 けて高緯 度 まで カバ ーす ることが計 画

されて いるGPMは,社 会 の様 々な分野 に貢献 するだ ろ う

と述べ た。一方,片 木嗣彦氏(NASDA)は,日 本 が開発 し

た世界初 の衛星搭載型 降雨 レーダー(PR)に よ る成果 を中

心 に紹介す る基調 講演 を行 い,2002年5月 にNASA Aqua

衛 星 に搭載 されて打 ち上 げ られたAMSR-E,及 び今秋打 ち

上 げ 予 定 のNASDA ADEOS-II衛 星 に 搭 載 さ れ る

AMSRと い ったNASDAが 開 発 した マ イ ク ロ放 射 計 と

TRMMを 結 合 させ ることによる水循環 の解明,及 びGPM

にお ける日米協力 関係 の さらな る発展 への期待 を述べ た。

一 般発 表 の冒頭 を飾 ったHouze(ワ シ ン トン大)は
,

TRMM PRで 得 られた降水量 と対 流性 ・層状性 割合 の グ

ローバル分布 を用 いて構築 した潜熱加熱 プロフ ァイルに対

す る大気応答 につ いて発表 した。層状性 降水の割合 を水平

一様 に熱帯全 体平均値40%と して構 築 した熱 源 に対 す る

応 答 は直立 した循 環 とな るが,TRMM PRの 観 測 で得 た

水平非一様 な層状性降水 の割合 を用 いて構築 した熱源 に対

する応答 は傾 いた循環 とな り,熱 帯 の循環 が層状 性降水 の

割合 の水平分布 に敏感で ある ことを示 した。 この研究 は,

現 実 的な ウォカー循環再現 において層状性加熱 プ ロフ ァイ

ルの重要性 を示 したHartmann et al.(1984,JAS)の 延 長上

に位置づ け られる。

Lau(NASA/GSFC)は,大 規模循環(NCAR/NCEP再

解 析 デー タ),SST(Wentz,TMIデ ー タ),降 水 量(TRMM

3G68),雲 水 量(Wentz),可 降水量(Wentz),雲 タイ プ

(TRMM3G68)等 の 関係か ら,熱 帯海洋上 におけ る水一 気

候 フィー ドバ ック過程 について調 べ た。東 太平 洋 にお い

て,雲 領域が 占める面積 はSSTが 高 いほど小 さ くな って い

ることを示 し,SSTの 増 加 が雲水か ら降水 の変換効率 を高

め,ア ンビル性の雲量 を減 少 させて いる ことを示唆 した。

この結果 は,地 球 温暖化 に伴 う温度 の上昇 によって熱帯 に

お け る ア ン ビル性 の雲 量 が 減 少 す る とい う"Iris効 果"

(Lindzen et al.,2001 BAMS)を 支 持 す るものであ ると述べ

た。

Shige(NASDA/EORC)は,雲 解像 モ デル による シ ミュ

レー シ ョン ・デー タか ら降雨頂高度 や融解層降雨強度で分

類 した潜 熱加 熱 プ ロフ ァイル のLook-upテ ー ブルを作成

し,PRの 降 雨 プ ロフ ァイルか ら潜熱 加熱 プ ロフ ァイルを

推定 す るSLHア ル ゴ リズ ムにつ いて発 表 した。 この アル

ゴ リズムは,様 々な高 さの対流 性降水 に伴 う潜熱加熱 プロ

フ ァイルが よ り現実的 に推定 で き,地 上降水 がないア ンビ

ル領域 につ いて も潜熱加熱 プ ロファイルが推定で きるとい

う特 徴 を持 って いる。1998年2月 のPRデ ー タに適用 し

て,Tao et al.(2001,JAM)に お け る他 の潜熱加熱 アル ゴ リ

ズムと比較 した結果,SLHの み が大西 洋上で浅 い加熱 プロ

ファイルを推 定 し,GATEの 観 測結果 と一 致 して いること

を示 した。

Bowman(テ キ サスA & M大)は,TMIとPRか ら グ

リッ ド化 した3G68デ ー タとVIRSか ら グ リッ ド化 した3

GO1デ ー タを用 いて,降 水 とOLRに お ける熱帯季節 内振

動 の波数特性 につ いて調 べ た。東進及 び西進 波動 が,降 水

とOLR両 方 の デー タにお いて検 出 され てい ることを示 し

た。

Rickenbach(メ リーラ ン ド大JCET)は,TRMM LBAで

観 測 され たデー タを用 い,湿 潤 期 アマゾ ン南西部 の降水 日

変化 につ いて調べ た。対流性及 び層状性降水 の両方が,大

気不安定度が大 きくなる夕方 に最大 となるが,層 状性降水

は真夜中 に も第2の ピークを持 って いる。 この層状性降水

の第2の ピークは,海 岸域 で形成 した スコールライ ンが長

距離伝播 し,真 夜 中にアマ ゾン南西部 に到達 して層状性降

水を もた らして いるためで ある ことを示 した。

Mapes(NOAA-CIRES)は,様 々な観測実験(JASMINE

1999年5月;TOGA-COAREI992年12月;TEPPSI997

年7月;TRMMLBAl999年6月)で 収集 され た大量の

ドップラー レー ダーデ ータか らVAD解 析 によ って水平発

散 のプ ロフ ァイル を求め,水 平発散 か ら推定 され る潜熱加

熱 プ ロフ ァイ ル と レー ダーエ コー との統計 的関係 を調 べ

た。 この研 究 は,大 量なデ ータを使用 す ることで,サ ンプ

ル数 の少 ない航空 機搭載 レー ダー デー タで水 平発 散 プ ロ

ファイルを推定 したMapes and Houze(1995,JAS)を 補 完

す るもの として位置づ けられ る。

上記 の よ うに発 表 内容 は,降 水量 推定 アル ゴ リズ ム,

TRMMの 地 上 検証 実験 か ら得 られ た観 測結 果,TRMM

デ ー タを用 いた解 析研究,そ して現在最 もホ ッ トな研究課

題 である潜熱加熱 アル ゴ リズ ムまで多岐 にわた った。本会

議 のプ ログラムはhttp://trmm.gsfc.nasa-gov/publications

_dir/TRMM-htmlで 参 照 で きるので,ご 興 味 のあ る方 は参

照 していただ きたい。 尚,第2回TRMM国 際 科学会議が

2004年 な い し2005年 に開か れ ることにな って いる。

(宇 宙開発 事業団地球観 測利用研究 セ ンター 重 尚-)

■ EarthCARE Workshop (2nd International Satellite

 borne Cloud Profiling Radar/Lidar Workshop)

参 加 報 告

標記 ワー ク ショ ップ が2002年7月17及 び18日 に東 京
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晴海 において,通 信総研,NASDA主 催,ヨ ー ロッパ宇宙

機 関(ESA)お よ び日欧科学者 グル ープ の協力 に もとで開

催 され た。 本会議 は,2000年 に 開催 され た 「衛星搭載雲

レーダに関 する国際 ワーク シ ョップ」の第2回 会議 を兼 ね

た ものである。

EarthCAREと い うの は,雲 エア ロ ゾル放射 収支観測 を

目的 とす るESAで 提 案 され てい る衛 星計画 で あ り,こ れ

を 日欧協 力 で進 め るべ く日本 側 で も準 備 が進 め られ て い

る。ESAで は,Earth Explore Core Missionと い う研究主 体

の地球 観測衛星 シ リーズを科学者 の提案 を もとに2年 に1

機 打 ち上 げの ペ ー スで 進 め て お り,EarthCARE計 画 は

2001年10月 の 審査会 を勝ち抜 き,現 在 フ ェイズA研 究が

開始 され たところで ある。な お,フ ェイズAは 約2年 間 の

予定 で,2004年 春 に はフ ェイズB移 行 の ため の選定 が予

定 されて いる。 なお,想 定 され る打 ち上 げ年 は2009又 は

2011年 で ある。ちなみ に,EarthCAREのCAREはCloud,

Aerosol, Radiation Experimentの 略 で ある。

EarthCARE計 画 で は,現 在の地球 温 暖化予測 にお け る

最大 の不確定要因 であ る雲 ・エ アロゾル の影響 を定量 的に

評価す るために,雲 ・エア ロゾルの全球3次 元 かっ放射収

支 との一体的測定 を行 うことを 目的 と してい る。 このため

に,雲 レー ダ(CPR)及 び ライダ(ATLID)か らな る能動

セ ンサ とイメ ジャー,フ ー リエ型 赤外分光計(FTS),放 射

収支計(BBR)か らな る受動型 セ ンサを搭載 し,従 来手 が

つ け られていないエア ロゾルの間接効果 の評価 も目指 して

いる。本計画 の中で,日 本 は,CPRお よ びFTSを 開発 す る

計画 であ る。

衛 星搭載CPRは,雲 の3次 元 測定 を可能 にす る新 しい

セ ンサで あり,CloudSat衛 星(2004打 ち上 げ予定)と して

NASA ESSP(Earth System Science Path Finder)-3計 画 で

開発が進みつつ ある。CloudSatが 成 功すれ ば,EarthCARE

衛 星 に搭載 され るCPRは2番 手 とな るが,CloudSat搭 載

レーダに比べ,大 幅 な高感度化 と雨 ・雲観測衛星 レーダ と

して は初 めて,ド ップ ラー機能 が もり込 まれ ている。

本 ワーク シ ョップの 目的 は,EarthCAREに お ける科学

研究 につ いて関連分野 の相互理解 や研究活性化 をね らった

ものであ り,特 に我が 国にお ける関連分野 の研究者 に対 す

る本 計 画 の理 解 の増 進 を 図 る こ とを 目的 と して い た。

EarthCARE科 学 者 グ ル ー プ は,米 国 を 中 心 と す る

CloudSatチ ー ムと相互 に協力 して お り,先 導技術実証 的な

CloudSat計 画 に引 き続 き,EarhCAREに よ り本格 的科学

研究 を実施 す ることが世界 的 に研究者 の間 で認識 されてい

る。

このため,ワ ークシ ョップ には,EarthCAREグ ル ープ

以外 か ら,CloudSat計 画 の リーダで ある コロラ ド州立大学

のStephens教 授 やCloudSatと 同 時打 ち上 げが予定 され る

ライ ダ ー衛 星 で あ るCalipsoチ ー ムのNASA/Langleyの

Winker博 士 も参加 し,各 プ ロ ジェク トの進捗 状況 の紹 介

と得 られ る科学 に関す る発表 を行 った。

EarthCARE側 か らも搭載 予定 のユ ニー クなセ ンサの紹

介 とその科学研究の中心である複合センサーのシナジー解

析 に関 して多 くの議論を行 った。EathCARE計 画では,

雲 ・エアロゾル ・放射収支の一体的測定のため,搭 載セン

サがそれぞれ シナジー効果を持つ ように計画 されている。

このため研究の中心 は,複 合センサデータの解析によるこ

れまでにない新 しい物理量の導出を行うこと;観 測データ

により雲 ・エアロゾルのモデルの比較検証を行い,か っそ

れ らの高精度化を目指すことである。また,衛 星搭載セン

サを模擬する地上 ・航空機センサによる実験が活発に行わ

れてお り,こ れらのデータを使 ったアルゴリズム研究,モ

デルの検証,さ らに衛星 シミュレータの開発が既に多数行

われている。 また,こ のような活動 は,日 本でも活発に行

われフィール ド実験やその観測データベースは欧米研究者

か らも高 く評価された。

ワークショップにおける主要な議論としては,個 々のセ

ンサーの科学的意義 とそのための技術課題および要求条件

の検討;シ ナジー解析手法を中心 とした新たな物理量の算

出手法;デ ータ同化およびモデルの検証等に関する研究等

であった。 また,こ れまで雲エアロゾルの微物理量算定の

ためのアクティブセンサのシナ ジー解析は,既 にかなり確

立 した感があるが,さ らにそれ らと受動センサの組み合わ

せの重要性が指摘 され,こ の面の今後の研究進展が予想さ

れる。 また,EarthCARE分 野の研究者 と降水分野の研究

者 との連携の必要性 も主張 された。今回の会議は28件 の

発表があり,60人 程度の参加者であったが,EarthCARE

計画のもとに世界の科学者が連携するという体制を形成す

るともに我が国の若手研究者の参加等の点で実 り多いもの

であった。

(通信総合研究所電磁波計測部門 熊谷 博)

■衛星 リモー トセ ンシング農林 業 ワー クシ ョップ

in佐 賀開催 案内

皆様 ご承知 のように,本 学会第33回(平 成14年 秋季)

学術講演会は,11月28日 ～29日 に佐賀大学で開催されま

すが,そ の前 日に,佐 賀駅前のNTT共 同 ビルで 「衛星 リ

モー トセ ンシング農林業 ワークショップin佐 賀」を企画

しました。皆様方,多 数のご参加をお願いします。以下が

企画案です。

平 成14年 度衛星 リモー トセ ンシング農林業 ワーク

ショップin佐 賀 「衛星データの農林業への実利用に係 る

産学官連携」

開催日時:平 成14年11月27日(水)

10時00分 ～17時10分

場 所:佐 賀市NTT共 同 ビル(iス クエアビル)5F

大 ・中会議室

主 催:NASDA/RESTEC/衛 星 リモー トセンシング推

進委員会 農業WG・ 林業WG

共 催:佐 賀大学 科学技術共同開発センター

後 援:(社)日本 リモートセンシング学会等を予定
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趣 旨:近 年,衛 星 リモー トセ ンシ ング技術 が注 目 さ

れ,実 際に研究 ・行政 ・民間 と様 々な面 で利用 され る時代

が来て いる。 そ う した背景 を受 けて今 回,農 林 業分 野へ の

衛星デ ータの実利 用 に係 る産学官 の連携 を 目的 と して,地

球観測の動 向,ネ ッ トワーク環境 の利用,農 林業分野 での

応用利 用例 についての成果発表 と討議 を行 う。

参集範 囲:大 学/国 公立 ・独 立行 政法 人研究 機関/行 政部

門/農 林業関係団体/農 林 業者/民 間企業

プ ログラム:

10:00-10:20挨 拶

NASDA・ 森 山 隆/佐 賀大学 ・新井康平

第1部 地球観測 の動 向

10:20-10:40ALOS・ADEOS-IIプ ロ ジェク ト

NASDA・ 森 山 隆

第2部 ネ ッ トワー ク関連

10:40-10:55農 林 水 産 研 究 衛 星 画 像 デ ー タ ベ ー ス

SIDaBに つ いて 農林水産研究 計算 セ ンター ・児玉正 文

10:55-11:15林 業 における衛星 デ ータの活 用-WEBに

よ る衛星 データ活用方法-新 潟大学 ・阿部信 行

11:15-11:35衛 星 デ ータの防災利用 に関す るWEB

産 業 総合技術研 究所 ・佐 藤 功

第3部 応用利用事例

11:35-11:55農 業 での衛 星デ ータの活用(干 ばつ 調査,

統 計情報etc)農 業 環境技術研究所 ・斎藤元 也

11:55-12:15佐 賀 県 におけ る衛星 デ ータを用 い た米 の

蛋白含量推 定 佐賀県農業試験研究 セ ンター ・重富 修

12:15-12:30ASTERデ ー タによる佐賀地域 の森林 ・農

地把握 日鉱探開株式会社 ・俣野米治

12:30-13:30昼 休 み

13:30-13:50佐 賀 県 で の農林 分野 にお ける衛星 デー タ

活用 九州大学 ・村上拓彦

13:50-14:10広 島 県 で の衛星 デー タの農業 利 用状 況

(荒 廃農地の抽出)

広 島県立農業技術セ ンター ・加藤淳子/上 原由子/谷 本俊明

14:10-14:40北 海 道 での衛 星 デ ー タの農業 利用 状 況

(お い しい米,高 品質小麦,草 地管理)

北 海道立 中央農業試験場 ・安積大 治

14:40-15:00衛 星 デ ータを利用 した水資源 の解析

愛 媛大学 ・戎 信宏

15:00-15:20衛 星 デー タを利用 した広域 間伐 遅れ林分

の抽出 日本林業技 術協 会 ・畠村良二

第4部 衛星 データの紹介

15:20-15:40衛 星 デー タの配布 について

リモー ト・セ ンシング技術 セ ンター ・伊藤恭一

15:40-16:00休 憩

第5部 パネルデ ィスカ ッシ ョン

16:00-17:00「 衛 星 デー タの農林 業への実利用 に係 る産

学官連携」 につ いて

パネ ラー:佐 賀大学 ・新井康平(学 ・官)/信 州 大学 ・加藤

正人(学 ・官)/パ ス コ ・望月貫一郎(産)/前 ホ ク レン ・

元北海道農試 ・関矢信一郎(官 ・産)/東 京 情報 大学 ・安 田

嘉純(学)

17:00-17:10閉 会 の辞

農業環境技術研究所 ・斎藤 元也/新 潟大学 ・阿部信行

事務局:リ モー ト ・セ ンシング技術 セ ンター利用推進部促

進課 齋藤健一/田 口智博 〒106-0032東 京 都港 区六本木

1-9-9六 本 木 フ ァー ス トビル12階TEL:03-5561-4549,

FAX:03-5574-8515,E-mail:eeoc@restec.or.jp

(農業 環境技術研 究所 斎 藤元 也)

■ RESTECでHYPERION等 の 新 規 デ ー タ配 布 開 始

1999年9月,高 分 解 能 衛 星IKONOSが 米 国Space

 Imaging社 か ら打上げ られ た。以後,2000年12月 に イス ラ

エ ル衛 星EROS-A1 ,2001年10月 に は米 国Digital Globe

社 か らQuick Bird-2が 打 上 げ られた。 さ らに2002年 に は

米 国ORBIMAGE社 よ りOrbView-3が 打 上 げ られ よ うと

し て い る。 こ の よ う に 地 球 観 測 衛 星 デ ー タ は米 国

LANDSATの 広 域観測(185km観 測 幅)30m分 解 能,フ ラ

ンスSPOT-5(60km観 測 幅),イ ン ドIRS(70km観 測 幅)

の 中域5m分 解 能,そ して前述 の観 測幅10km前 後 の1m

級 分 解能 とそれぞれの階層 の地球観測衛星 デー タが整備 さ

れて きた ところであ る。

(株)リモー ト ・セ ンシング技 術 セ ンターで はこれ ら全ての

衛星 データの取扱 を行 ってお り,当 財団 を通 じより目的 に

あった衛星 デー タ(分 解能,観 測地 域,観 測 日等)を 選択

して頂 くことが可能 にな った。

さ らに,2002年4月 には米 国USGSと パ ー トナ ー シ ッ

プを締結 し,こ れ まで提供 が出来 なか った米国地 球観測衛

星EO-1(EARTH OBSERVING-1 SATELLITE)の デ ー タ

の提供が可能 とな った。 このEO-1は セ ンサ の1つ として

220バ ン ドを もったHYPERIONを 搭 載 してお り,こ れま

での光学 マル チバ ン ドセ ンサで は最大 でLANDSATの7

バ ン ドであ ったが ,220バ ン ドの使用が可能 とな りこれま

での衛星 デー タで は解 析 ・判読が 出来 なか った世界 を この

220バ ン ドを使用 す ることに より,あ らたに切 り開ける可

能性 を秘 めて いると考 え る。

また,2002年3月 に欧州宇 宙機 構(ESA)が 打 上 げた

ENVISATは 現 在 チェ ック アウ ト期間 中であ りこの9月 に

はデータ提供 開始 の見込 であ るが,こ のENVISATに 搭 載

され ているASAR (ADVANCED SYNTHETIC APER.

TURE RADAR)は 多 偏波 を持 ち,そ の組合せ も可能 と

なって いる。(HH or VV,HH/VV or VV/VH or HH/HVの

いずれか)

(財)リ モー ト・セ ンシング技術 セ ンターで は これ らの全て

の衛星 データの取扱 をお こない,ホ ームペー ジにあるデー

タ検索 システム(ア ーカイ ブデー タ,ブ ラウズ画像)に よ

り一元的 に全ての衛星 の検索 が可能 にな る様 整備を してい

るところであ る。

なお,こ れ らの衛星 デー タに関 す るご質問 は下 記担 当部
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ニュ ー ス

でお受 け してお りますのでお問 い合 わせ下 さい。e-mail: data@restec.or.jp

(財)リモー ト ・セ ンシ ング技術 セ ンター 利 用推進部 データ 取扱衛 星一 覧 を掲載 します ので ご参照 くだ さい。

普及課:電 話03-5561-9777,フ ァ ックス:03-5574-8515,(RESTEC伊 藤 恭一)

取扱衛星一覧(平 成14年7月 現在)

1.日 本 の衛星

GLIは,VNIR,SWIRとMTIRか ら成 り立つ 。

2.海 外の衛星
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取扱衛星一覧(平 成14年7月 現在)

2.海 外 の衛星(続 き)

注)QUICK BIRD-2,EO-1は 国 内受信 は行 われ ていない。米国 より輸入。
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東海大学第二工学部情報 システム学科専任教員の公募

1.所 属学科 第二工学部情報 システム学科

2.採 用職種 ・人員 教授,助 教授または講師1名

3.応 募期間2002年10月10Ei〔 木〕必着

4.採 用予定月 日2003年4月1日

5.応 募条件

(1)博士号の学位(日 本における博士号の学位と同等と認められる外国の学位 も含む)を 現に有するか,着 任までに確実に

取得できること。

(2)50歳 以下

6.担 当科 目

・情報通信ネットワーク論 ・画像処理応用 ・電気磁気学/電 気回路 ・プログラミング実習他

7.研 究分野

情報処理,ネ ットワーク工学,画 像処理,CG。 但 し,研 究業績 により分野の細目は限定 しない。

8.応 募書類

(1)履歴書(A4サ イズワープロ打ち)

氏名 ・生年月日 ・学位称号 ・本務勤務先および職名 ・現住所 ・学歴 ・職歴 ・学会および社会における活動 ・賞罰を記載

(2)研究業績 リス ト(A4サ イズワープロ打ち)

著書,論 文,学 会 ・学術集会発表(最 近5年),教 育 ・啓蒙活動を記載

(3)著書,論 文,学 会 ・学術集会発表の別刷 りまたはコピー

9,応 募書類の提出先

〒151-0063東 京都渋谷区富 ヶ谷2-28-4

東海大学第二工学部

情報 システム学科主任宛

封筒に 「情報 システム学科教員応募書類在中」と朱書 きし,簡 易書留で郵送のこと。なお,応 募書類は返却 しません。

10.問 い合わせ先

東海大学第二工学部情報 システム学科

学科主任 長 幸平

TEL:03-3467-2211(代 表)内 線361又 は346

FAX:03-3485-4976

11.選 考結果の通知 応募本人に通知 します。

防 衛 大 学 校 教 授 公 募 防 衛 大 学 校 教 授 公 募

1.公 募人員:教 授1名

2.所 属学科:応 用科学群地球海洋学科

3.教 育分野:海 洋探知情報,海 洋音響環境工学

4.専 門分野:海 洋計測,リ モー トセンシング,海 洋環境

5-応 募資格:博 士号取得者,着 任時45～55歳

6.着 任時期:2003年10月1日

7.提 出書類:(1)履 歴書(2)教 育研究歴(3)健 康診断書(4)研 究業績 リス ト(論 文及び研究発表)(5)主 要論文別刷(コ

ピー可)(6)推 薦書(7)今 後の教育 ・研究に対する抱負(1000字 程度)

提出書類は不返却

8.応 募締切:2003年2月28日(金)

9.書 類提出先:〒239-8686横 須賀市走水1-10-20

防衛大学校応用科学群地球海洋学科 長谷川秋雄

TEL:0468-41-3810(内 線2458)

e-mail:akiohaseｮcc.nda.ac.jp
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